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1　は　じ　め　に

集団的土地利用を『特定の目標＜集団目標＞のもとで形

成される人間の集まり＜集団＞によって集団規範及び報酬

の分配についての合意形成を通じて．土地利用秩序が形成

されること」と定義する。農村においては集落を地縁的集

団として基礎的集団が形成されている。しかし，その中か

ら特定の集団昌榛を持った生産組織等の機能的集団が派生

するまでは，極めて混沌とした状態である。この状態の中

で，リーダーの意見が集団の中では重要視され，成員の動

向に大きな影響を与える。農村集団の意思決定は，主にリー

ダーによる「第一移動原理」で行われ，それが集団目榛と

なり，機能的集団が形成される。第一移動原理とは，議論

がなされるうちにたまたまある成員から出された意見によっ

て最初に動いた方向で，その集団の結論がなされるように

なるという原理である日。この理由から，集落リーダーの

意識を調査・分析することは，今後の集落農業の方向を占

う上で参考となると考えられる。本報告は岩手県遠野市の

農業組織化を目標とするモデル集落のリーダーたち18人の

集団的土地利用に対する意識構造を序列的な意思決定とし

て総合的に把握する手法について検討する。

2．リーダーたちの意識概要

我々は集団的土地利用の中でも、転作の団地化を推進す

ることに関するリーダーたちの意識を把握するため、択一

式の質問調査を実施した。これらの調査結果を分析したと

ころ、集落リーダーたちの主要な考え方は次のようにまと

められることが明らかになった。まず、2／3以上の多数

意見としては、①転作の団地化は集落全員参加型がよい、

㊥個々の利害よりも集落や地域の農業の発展を優先させる

農地の利用方策であること、（釘今後の農家は個々の特性を

活かして分化すべきであること、④転作団地は畑地化でき

る条件のよいところにし、生産組紛こよって生産を行うこ

とである。また、分裂した意見は、①転作面積を誰が（兼

業農家、平等、担い手農家）負担するか、㊥どのように調

整（互助金、代替地、調整不要）するか、（参転作作物は何

にするか、という点についてである。更に、表1のような

質問間の連関表から、転作負担を兼業農家に望むものは・

今後の農家のあり方として個々の特性を活かして分化する

ことを考えている等の回答間の関係をみることができる。

このような連関分析からは、小数意見であっても意識間

の関係を把握することができたが、極めて断片的であって、

集団的土地利用に対する意識の全容が十分に把握できなか

った。そのためこれらの断片的な回答からその意識構造を

総合的にとらえる必要がある。本報告では、この意識構造

（ここでは、一つの質問に対する回答がいくつかの代替案

＜カテゴリー＞の中から一つだけ選択されるという意思決

定ととらえている）を質問間の関係、決定されるカテゴリ

ー間の関係を指標として組合的かつ計量的にとらえる方法

について検討する。

表1転作面積の負担と今後の農家のあり方に関する
回答間の連関表　　　　　　　　　　（人）

l 今後の農家のあり方

計個々の
特性を
活かす

みんな
同じよ
うに

個々の
自由に
任せる

慧冨 t

積担

莞警装隻鮎 8 0 0 8

平　　 等 7 2 1 10

担 い手農家 0 0 0 0

計 15 2 1 18

3　序列的意思決定試論

ll）序列的意思決定の必要性

意思決定を「事を運ぶ」という意味からとらえれば，そ

れは一つ一つの細部の意思決定の積み重ねによって形成さ

れていく。思考の段階では平行的．一括的であっても．集

団においては．一括的決定は細部の問題を隠蔽する危険が

あるので．決定の段階では一つ一つ確認しながら進めるべ

きである。そのとき，進める手吼つまり序列性が問題と

なる。個人レベルではその個人のやりやすさや重要度によっ

て意思決定の序列性が規定されるが．集団レベルでは個人

の重要度の総合化は難しいので，意思決定のしやすさが序

列性を大きく左右する。決定のしやすさは，前段の決定と

の関係を利用することに1よって把握できる。そのために，

各々の決定カテゴリー間の一対一の関係の強さを計量的に
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比較し．序列的にとらえる手法が必要となる。

（2）連関表を利用したカテゴリー関係の分析

一般に変数1におけるカテゴI）－A．，A2，・・・・，Ar

と変数2におけるカテゴリーBl，Bき，・‥，Bc　との

連関表は表2のように書ける。この相関係数を求める場合，

カテゴリーのならんでいる順序にそってそれぞれに1，2，

蓑2　連関表
変　数　2

B l B 2 ・‥　 B j ・ B c 計

A l n 日 n 12 ・・・n l j ・ n l C n l ．

A 2 n 21 n 22 ・＝　n 2 J ‥ n 2 C n 2 ・

小 n i l
n H ・・・n i J ・・ n l c n i ．

A r n r l n r 2 …　 n r j ・・ n r c n r ・

計 n ・1 n ・2 ●‥　n ・j ‥ n ・C n

3．…‥という数値を与えるが，カテゴリーについて普遍

的な価値観に基づく序列性がない限り，適当に数値を与え

るのは好ましくない。このもとでは最も相関係数が大きく

なるように行や列を入れ換えたときに両変数の関係を最も

よく表せると考えられる。このときの両変数の柏関係数，

つまり最人相関係数をRMとする。連関表2において要素

mijが．

mij＝nij／Vni・n・j（ni・はi行の合計，n・j

はj列の合計）

で構成される行列Mとその転置行列M－　との積MM’の第

2閻有値はRM2となるため，これから最大相関係数を求

めることができる。

次に，ある変数の決定と最も関係の強いカテゴリーをど

のような指標に基づいてとらえるかが問題となる。この時．

①採択されるカテゴリーは鼓多支持されている

②IiMが大きい

③RMが最多支持カテゴリーによってとに形成されている

という採択条件を設定する。③については，例えば表2の

第1変数は既にAiに決定されており，第2変数の最多支

持カテゴリーがBjだとすると，nijが最大相関係数にど

れだけ寄与しているかが問題となる。両変数の相関が0で

あるとき，各カテゴリーの組合せのもとにある数値はすべ

て同数（n／rc：rは行数，Cは列数）である。これを

利用してnijを相関関係に対する寄与から最も遠ざけるに

は，総計nを変えないためにもnijをr cで割って各カテ

ゴリーの組合せのもとに分配してしまうことである。この

ときの連関表の最大相関係数をRNとすると，③の条件を

清たすにはRN＜RMであり，その比．RM／RNが大き

いことである。条件①が成立しているもとで，条件②．⑨

を総合的にとらえてRM2／RNを指標として最も大きい

ものが次に採択されるとする。

（3）全体の序列化のために

これを意思決定の序列性を構築することに利用するが，

そのためには以下のような前提条件が必要となる。

①第一番目の決定は最も決めやすいところ，つまり最も多

数決しやすい，全員一致に近いところから始めるものとする。

②内容的に関連性があると考えられる変数のもとにある。

したがって序列性が問題となる。

③因果関係とその序列性が決まっているものは除く。よっ

てどこからどのような順序で決定してもよいものとする。

この手法の巾で，最多支持を一種の指標としているが，

少数意見を決して無視しているわけではない。これは正・

否を問うのではなく，成員の動向を巌も有効に把握するた

めであり，この手法による決定をそのまま実際に適用しよ

うとするものではない。したがって表2において決定カテ

ゴリーAiが必ずしも最多支持カテゴリーであることはない。

（4）調査結果を利用して

これらの手法をプログラム化し，この調査結果に適用し

てみた。調香項目の中で前提条件③を満たさないものを排

除して入力したところ，以下のような序列的意思決定方式

が選択された。①転作団地の耕作は集落内に生産組織を作っ

て対応する，②集団的土地利用を実施する場合集落農業が

発展するならば積極的に対応する，③今後の農家は個々の

特性を活かして分化するべきである，④農地の利用は集落

や地域の農業が発展するような対応を優先させるべきであ

る。これらの序列的意思決定から排除された項目は，転作

面積の負担とその調整方法，転作団地の圃場条件，転作作

物の選択であり，いずれも個々の利害に人きく関与する部

分である。以上の分析結果は，集団的意思決定の場面では

総論の部分に関しては合意が得やすいが，各論の部分では

なかなか合意が形成しにくいことを明確に示している。

4　今　後　の　問　題

この分析法はまだ試論の段階であるため問題もあり，今

後改良していく必要がある。例えば，一つの変数の中に同

数のカテゴリーがある場合には関係の強い方を採択してよ

いか，あるいは関係がない，つまり条件を満たせなかった

変数は最終的に序列的意思決定から排除されるが，これを

どうしたらよいか，などという問題がある。

また，この方法に適した調査によって実証することも重

要と考えている。例えば，集落の成員を対象とすれば，集

団における合理的な合意形成にもとづいた意思決定を行う

ための手順や手続きを考えることを支援できると考えてい

る。また，このような集落の成員の意識をとらえることが

リーダーの意識を民主的に構築することになるだろう。
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